











































































③農学部関係団体に女専の年間経費 3年分計 930万円を 3年に分割して交付する，というものであっ
た。また，第 3項目の東北大学が「特に考慮する」点は，以下の 4点を内容としていた。
1，女専の校舎は可及的にこれを東北大学女子学生のために使用する。










































































































新制東北大学の設置認可申請は 1948年 7月 30日付で既に行われていたが，上記 11月 24日の評議
会での決定に基づいて，宮城女専や仙台工専を合併する追加申請がなされた（26）。東北大学所蔵資料
では，この追加申請書は 49年 1月 12日に提出したことが確認できる（27）。
以上の経過により，1949年 5月 31日に国立学校設置法で新制東北大学が設置され，7月 29日に第
1回入学式を行った。全体として 41人の女性が入学しているが，この時点では家政学科は開設され






















て 46年 3月就任の第 2代校長がその具体化を進め，同年秋までに女子大学案と 7年制女子高等学校




























































続いて，都は 7月 31日付で大学設置認可申請書を提出した。そして 9月 20日には大学設置委員会























































































































































































































































































1951年度の入学者数は 7学部で男子 1,045人，女子 37人であった（71）。農学部では男子 75人・女子
16人で，女子は 5学科中農芸化学科に 2人，生活科学科に 14人入学している。また生活科学科の女


















































（ 4） 野坂尊子「女性にとっての戦後高等教育改革」『大学教育学会誌』第 21巻第 2号，1999年，野坂「戦後高
等教育改革における家政教育の再編成」『大学教育学会誌』第 22巻第 2号，2000年。天野郁夫『新制大学
の誕生』（上・下）2016年，名古屋大学出版会。





















（18） 「評議会議事録案」（昭和二十三年八月十四日）『昭和 23年評議会議事要録 東北大学』，東北大学史料館蔵。
（19） 『東北大学百年史八　資料一』，東北大学，2004年，272頁。
（20） 「評議会議事録案」（昭和二十三年八月十四日）『昭和 23年評議会議事要録 東北大学』。
（21） 「研究所合同評議会議事録案」（昭和二十三年九月七日）『同上』。
（22） 「学審中央委員会記録」（昭和二十三年十一月十九日）『新制大学合併関係綴』。
（23） 「評議会議事録案」（昭和二十三年十一月二四日）『昭和 23年評議会議事要録 東北大学』。
（24） 『東北大学百年史六　部局史三』，東北大学，2006年，711頁。
（25） 『東北大学農学部三十五年の歩み』，記念事業実行委員会，1982年，19頁。






















































（69） 「高知女子大学設置認可申請書類」『高知女子大学』（4A 9― 9 72），国立公文書館蔵。
（70） 「昭和二十三年十一月六日　大阪市会文教委員会記録」『昭和二十二・三年度　大阪市会文教委員会記録』。
大阪市公文書館蔵。
（71） 『学生生徒数調』東北大学資料館蔵。
（72） 『都立大学三十年史』，507頁。
（73） 『京都府立大学百年誌』，207頁。
（74） 『大阪市立大学百年史　通史編』369，374頁。『同部局編下巻』864頁。
